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背　　景
　動画共有サービスが一般化した現在、多くの人が動画の検索や閲覧、さらには動画自体の作成に関わる機会が増加
しており、高度な動画の意味内容理解と、その結果を利用した効率的な動画の利活用が期待されています。

概要・特徴
　大規模言語モデルや大規模マル
チモーダルモデル等を利用し、セ
マンティクス（意味・意図・イベン
ト）を中心に据えた動画理解。

技術内容
● LLMベースの部分動画検索を再
設計:検索対象の始まりと終わり
の時刻を正確に予測しようとす
る既存手法に対して、提案手法
は大規模言語モデルを活用して
検索対象の意味に注目するアプ
ローチを採用。

● 動画要約を対照学習の枠組みで直接定式化:真値から動画中の重要箇所を学習する既存手法に対して、動画内容の類
似度やユニークさ等を教師なしの対照学習に自然に組み込むことができること、また結果として教師なしの動画要
約を高精度化できることを示唆。

社会への影響・期待される効果
　動画を見た目の動きではなく意図・イベント・要点として扱えるようにすることで、一般の長尺動画でも検索（い
つ何が起きたか）や要約（どこが重要か）を低コストに高精度化しています。この成果は、例えば動画による政治広告
のような場面では操作的編集の可視化によるメディア・リテラシー向上や公正な意思決定支援を促すなどの高度な
動画内容理解の応用をはじめとして、広告・エンターテインメント・教育・アーカイブ運用・コンテンツ管理/モデ
レーション・業務効率化など幅広い領域で、動画の利活用を自動化、半自動化により後押しする効果が期待されます。
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動画の意味内容理解とその応用
Video comprehension and its application
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↑ 教師なしの動画要約手法の概要。
←  LLMによる部分動画検索の既存手法（上）
と提案手法（下）。　　　　　  　　　　　


